
伝統的産業も出来るだけ合理的に
　昭和10年頃創業の有限会社新山食品加工場は、県南
地方に多くある麹製造と仕込み味噌加工を行う店のひ
とつである。スーパーに卸す自社ブランド商品もある
が、近郷の顧客向けに仕込む味噌づくりや、漬物用の麹
づくりを長年手がけてきた。
　仕込み味噌の顧客は二千軒ほどあり、一軒一軒が米
や豆の配分、味の好み、仕込む量が異なるため、10年ほ
ど前からはそれらをデータベース化して、パソコンで
管理している。仕込みの時期に入ると睡眠時間を削ら
なければならないほどの労働集約型の仕事で、データ
管理や顧客管理だけでも合理的に行おうとの思いだっ
たと言う。

新パッケージで商品イメージ刷新
　自社ブランド商品は、従来は簡単な手書きラベルを
貼付けただけのものだった。新しいパッケージは、「味
噌たまり」を商品化して３年前に秋田市での商談会に
出品した際、そのデザインについてあきた企業活性化
センターから専門家派遣事業の利用を勧められたこ
とによる。そこからプロのデザイナーの協力を得て、

新山家の家紋を配した統一感のあるパッケージデザ
インとなった。消費者が買い求めやすいサイズとい
うことで味噌たまりの商品サイズを半分にするよう
にとのアドバイスも受けた。

消費動向を見据えて販売戦略を練る
　仕込み味噌の作業は３月の彼岸明けからの３ヶ月間
に集中する。この期間で年間売り上げの半分ほどにな
る。９月からの３ヶ月間は麹づくりのシーズンで、かつ
ては仕込みが追いつかないほど売れたものだが、個人
で漬物づくりをする人が少なくなってきたことから、
この期間の売り上げは減少傾向にある。消費者が麹で
漬けものをつくるきっかけにしてほしいと思い、スー
パーの店頭で麹で漬けた漬物の試食デモを行うことも
ある。
　２年前から販売を始めた塩麹は、昨年の大ブームで
爆発的に売れた。麹からの派生商品として甘酒も製造
販売している。昨冬はかなりの量が売れたが、甘酒が本
来は夏の季語であるように、夏場にも売れるような気
運づくりをして通年商品に育てたいと考えている。

祖父の代からの家業である麹づくりと味噌づくりを昔ながら
の手仕事で継承しつつ、パソコンも駆使して合理化できる業務
は合理化に努める。商品パッケージにもてこ入れし、時代に即
応した柔軟な販売戦略を打ち出していく。

有限会社新山食品加工場

創業や経営の向上を図ろうとする中小企業者等が抱える様々な
課題に対し、当センター登録の民間専門家を派遣し、課題解決の
ための診断・助言を実施します。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

専門家派遣事業で
自社製品パッケージデザインを

一新した。

1 麹はかつては漬物用に需要が旺盛
で、積まれた麹蓋の山がそれを物語
る。

2 伝統的な商いながらパソコンを駆使
して近代的経営を行う新山社長。

3 味噌の仕込み樽がうずたかく積ま
れる。

4 麹室に立つ新山社長。機械化の難し
い労働集約型の仕事だ。
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伝統的産業にも時代感覚は必須
持続可能な商いのあり方を探る

専門家派遣事業

プラントのメンテナンスや洗浄の仕事に長年携わっていたこ
とから、消雪パイプの詰まりの解決策を相談され、独自に洗浄
装置を開発。事業化の目途がついたことから工法を特許出願し
て独立起業。技術で社会貢献を目指す。

株式会社管通

特殊成形した清掃材を
水圧で挿入することで
パイプ内を洗浄する。
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消雪パイプの詰まり解消に挑戦
独自技術を特許出願して事業化

特許等取得活用支援事業

事業の解説
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専門家派遣事業

特許や商標などの知的財産に関する相談（出願等の手続き支援、知的
財産に関する各種支援施策の紹介・説明）を行います。高度な専門性
を要する案件は専門家（弁護士・弁理士等）も交えて対応します。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／知財・研究管理担当まで。

1 試験施工で消雪パイプの詰まりが解
消し路面が現れた湯沢市内の歩道。

2 自ら考案したシステムで起業し事業
化した中村勤社長。

3 サビの付着で詰まり始めた消雪パ
イプの断面。

4 管通の洗浄施工で詰まりがきれい
に取り除かれる。

事業の解説
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特許等取得活用支援事業

）（センター活用事例 ）（センター活用事例

消雪パイプの再生事業で独立起業
　株式会社管通は、中村勤社長が火力発電所などの大
型プラントのメンテナンスや洗浄を事業とする会社
から独立して、昨年６月に起業した会社だ。
　独立のきっかけは、道路に埋設された消雪パイプの
詰まりを解消できる方法はないかと相談を持ちかけ
られたことであった。地下水を利用する消雪パイプ
は、サビのために施工後５年ほどで詰まり始めること
があり、放置しておくと完全に詰まってしまって機能
しなくなることがある。そのようなケースは全国に数
多くあるという。

特許の出願で事業の足場を固める
　中村社長は独自に洗浄装置を試作し試験施工した
ところ、上々の成果であったため、自ら開発したシス
テムを特許出願し、事業化に踏み切った。
　「起業前に特許取得の可能性についてあきた企業
活性化センターで相談に乗ってもらって一定の見通
しがついたことで事業化に弾みがつきました」（中村
社長）
　センターでの相談を経て、弁理士に無料で相談でき

る制度を利用し、本年４月に正式に特許申請に踏み
切った（特許申請そのものにかかる費用は実費）。
　従来は、消雪パイプの詰まりを解消するための決
め手となる工法がなく、いよいよとなれば道路を掘
り返すしかなかった。それに比べると中村社長の考
案した工法は低コストで工期も短く実効性も高いこ
とから、自治体の関心も高く、今後は全国の消雪施設
の維持管理を手広く行っている会社を通して広範な
引き合いが見込まれる。

ドライアイス洗浄がもう一つの柱
　消雪パイプ洗浄以外でもう一つ中村社長が力を入
れているのが「シェーブドライアイス洗浄工法」。
削ったドライアイスを高圧で吹き付けることで汚れ
をはぎ落とそうというもので、水や研磨剤などが飛
び散ることもなく、印刷会社や食品工場などの環境
に配慮しなければならない現場での洗浄に適してい
る。海外で開発された最新の洗浄工法だが、日本の洗
浄業者としては管通が初の導入になる。

※3日前が土・日・祝日の場合はその前日までとなります。なお事前のお申し込みは開設日当日の相談
を効率的に行うためのものであり、事前のお申し込みがなくても当日のご相談は可能です
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